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１．はじめに 

近赤外（NIR）光は血糖値や糖度を非破壊・非侵襲に測定する分光イメージングや NIR-CCD カメラの性能検査、

天文学では「地球型系外惑星探査」のための近赤外ドップラー分光[1]等、幅広く応用されている。NIR センシング

に利用される波長は 900-2000 nm と広帯域に渡るが、ハロゲンランプやスーパーコンティニューム（SC）光源な

ど光源は存在するものの、それら出力光の光強度や光位相を周波数軸上で任意に制御できる装置は今まで無かっ

た。今回、光ファイバ通信で広く普及している空間光変調器 LCOS（Liquid Crystal On Silicon）を用いた波長選択

スイッチ（WSS: Wavelength Selective Switch）の技術を応用し、NIR センシングに利用できる広帯域なスペクトル

整形装置について検討したので報告する。 

２．実験 

Fig. 1 に実験で用いた光学構成を示す。光強度、光位相の変調素子として LCOS 素子を用いており、光強度は

LCOS に描画する位相格子パターンの格子ピッチで光ビーム出射位置を調整、位相は波長分散方向の位相格子パタ

ーンの相対位相を調整することでそれぞれ制御する[2]。この方法は、従来のクロスニコル配置で光の偏波を制御す

る方法[3]に比べ制御パラーメータに対する光応答を緩やかに設計できるため、光強度の高い制御分解能を得ること

ができる。また、回折現象を利用して光強度を制御するため、0 次光以外の高次回折光を光出力に設定することで

高い消光比を実現できる。なお、光学部品、光学配置は LCOS の波長分散方向（1440 画素、15.12mm）全幅を有

効利用するよう逆線分散 66 nm/mm に設計、集光レンズの色分散の影響を低減するため凹面鏡を用いることで広帯

域化を図っている。 

３．実験結果 

Fig. 2 に LCOS 素子で光強度を制御することでスペクトル整形を行った結果の一例を示す。消光比 50 dB 以上、

波長分解能 2 nm 以下の良好なスペクトル制御性を確認した。なお、光位相の制御は同様の光学系を用い、顕著な

群遅延リップル無く±70ps/nm の波長分散制御が可能であることを確認している（Fig. 3）。 
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Fig.1 Optical geometry Fig.2 Optical power control  Fig.3 Optical phase control 
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